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第25囘 医療体育研究会ノ第8回ア ジ ア 障害者体育ス ポ ー
ツ学会 日本支部会　第 6 回合同大会　抄録集

るが 、身体障害に併せ て 認知的な障害が ある 重度重複障害の ある

人 に 対 して は、種 目の 選択 肢、活動の 場や 機会、指導者等 の 点 で

課題が 多 く、まだ まだ 「SPQrしfor／UI」とい える 現状で は ない
。 重

度重 複 障害の あ る 人 が 適 切 にス ポ
ー

ツ ラ イ フ を楽 しめ る こ とが で

きる よ うなス ポ
ー

ツ 環境 を整 えて い くこ とは 重要 な課題 で あ り、
そ の た めに は卒業後 の ス ポー

ッ ライ フ の 基盤 と なる 学校期の 体育

実践 が重 要 とな る 。 そ こ で 今回の発 表で は、重度重複障害 の ある

子 ど もた ち を対象 と した体 育 ・ス ポ
ー

ツ の 活動内容 ・方法 に 関 し

て、本校の 実践 を中心 に 述べ た い 。

ら に 0〜51nに 要 した走行 時 間と20m 走行時間 に は有意 な正 の 相 関

関係 （男女 ともp〈D，001）に あ っ た こ とか ら、5m 走走行時 間 を用

い た 瞬発力の 評価 も可 能で ある と考え られ た 。 ま た我 々 が 提案 し

た 評価 テ ス トと筋 力 との 単相 関お よ び重相 関関係で は、5m 走行

テ ス トを 除い て 有意 な相 関 関 係が認 め られ な か っ た こ とか ら、筋

力の 優劣に関係せ ず、車い す操作技術 を評価で きる テス トで ある

と示唆 され た 。

脊髄損傷者 の体力 につ い て （フィ
ール ドテス トの結果 より）

肢体 不 自由の あ る重度知 的 障害生徒 の 日常的 な 運 動 習 慣 の 形 成 支

援　一支援ツール 「お手玉ふ っ きん」 を通 して一

高畑　庄蔵 （北海道 教育 大学札幌校 ）

　本研究 で は、肢体不 自由 を重複 する重度知的障害生徒 1名 を対

象 と して、家 庭
・
学校 場 面 にお ける 運 動の 実行経過 を報告 し検討

した。
　対象生徒 は指導 開始時、高等部 ユ年生 に在籍す る身体障害者手

帳1級 で、肢体不 白由、小脳失調性 四肢 麻痺に よ る両 上 肢移動機

能障害 を重 複す る重 度知 的障害者の 男子生 徒で あ っ た。まず学校

に お い て 「お 手玉 ふ っ きん 」 （高畑、2001 ） を支援 ッ ール と して

腹筋運動を指導 し腹筋運動ス キ ル の 獲得を目指し た。次に支援 ツ

ー
ル 「お 手玉 ふ っ きん」、「ふ っ きん チ ェ ッ ク シ

ー
ト」、「回数 シ

ー

ル 」を家庭 に導入 し、家庭場面 に お ける 対象生徒の 腹筋運 動の 自
発 を指 導 した。さ らに、母 親 に対 して 本 支 援 に関 す るア ン ケ

ー
ト

調査 も定期的 に 実施 した 。

　結 果、対象生 徒 は、「お 手玉 ふ っ きん 」 に よ る 腹筋運動 ス キル

を獲得 し、2 年 8 ヶ 月に わ た っ て 学校 ・家庭で 維持 され た。また

本研究で 設 定 した 目標、支援 ツ
ー

ル 、支援 手続 き、効果 に つ い て 、
保護者へ の ア ン ケ

ー
ト調査 で も肯定 的 な 評価 を得 た。肢 体不 白由

を重複す る 重度知 的障害生 徒 の 生 涯ス ポーツ の あ り方、生涯 ス ポ

ー
ッ を目指 した家庭 へ の 支援 と支援 ッ

ール の 役割 につ い て 考察 し

た。

○梅 崎　多美、北 村　 昭子、藤本　茂記

〔国立身体 障害者 リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン セ ン タ
ー
）

【目的 】受傷 後の 経 過期 閲が 異 な る 脊髄損傷 者 を対象 に フ ィ ール

ドテ ス トを行い 、それ ぞ れ の 段階お よび機 能 レ ベ ル 別の 体力 に つ

い て 分析 した。
【方法1対象 は 男性 の 外 傷性脊髄損傷 者で 、受 傷か ら平均 U ．2 ヶ

月経過 した病 院 人 院患 者 109 名、受 傷か ら平均 37．7 ヶ 月経過 し た

更生訓練所 入所 者 91名、受傷 か ら平均135．7ヶ 月経過 した 車い す
バ ス ケ ッ トボ

ー
ル選 手38名で あっ た。測定項 目は フ ィ

ー
ル ドテ ス

トと して 20m 走、3 分問走、リピートタ ーン、握力、肩腕力、さ

ら に 入 院患者に の み ADL と体力の 関係に つ い て検討するた め BI
の 測定を行っ た 。

【結果 】全て の フ ィ ール ドテ ス ト項 巨にお い て、同 じ機 能 レ ベ ル

で 比 較する と、車い すバ ス ケ ッ トボ
ー

ル 選手、入所者、人院患者

の 順 に良 い 結果で あ り、3 つ の異 な る段 階の 間 に は有意 な差が 得

られ た。ま た、入院患者 に 対 して 実施 した ADL 評価の BI は、機

能 レ ベ ル が 良い ほ ど高 い 点 数で あ り、特 に 3分間 走 との 間 に高い

相関が得 られ た c

【結語 1 入 院 患者の 3 分 間 走 はADL を評価 する BI と の 間 に 高 い 相

関が 得 られ た こ と よ り、こ の 段 階に お ける 3分間走 は 体力 だ けで

は な く目常生活動作 を含 め た 評価 と して も使 用 で きる と示唆され

た。また、持久能力評価 として使わ れ て い る 3 分間走は、入 院患

者の よ うに車い す操作が 未熟 な段 階で は他 の 要因の 影響 を受 けや

す く、本 来漏定すべ き体力要素 を測定で きない 可 能性が ある。

車い す利用者の体力 ・運動能力評価 テ ス トの提案 （第 2報 ）
一各種 目 と筋 力 との 関 係

一

○渡辺　紳一、高橋 　勝美、坂元　孝子、松尾　崇、
　井上 　友希、木村　茂雄 （神奈川工 科大学）

　小林　淳、砂川　憲彦 （東京健康科 学専門学校 ）

【目的】医療体育研 究会 は 2000年に、「脊髄障害者 の 体力評 価基準

似 下、マ ニ ュ ア ル ）」 を作成 した。我 々 は こ の マ ニ ュ ア ル を用い

て 健常大学生 を対象 と した休 力評価 を 行い 、評価法 に 関す る 提案

を行 っ た。加 えて、車 い す操作性 を評価 する ための体力 ・運動能

力評価 テス ト 1：以下、評価 テ ス ト）を昨年 の 合同 大会 で 追 加提 案

した。こ の 追 加種 目 案で は、車 い すで の 方 向転換 や 障害物 回避、
傾 斜走行 な どを主 と して お り、車 い すを用 い た 凵常生 活 動作 を評

価 で きるので はない か と考 えて い る。今回の 目的は、健 常大学生

を対象 と した 追加種 目案 を実 施 し、筋力 との 関連 性 を調べ る こ と

で 車い す操作性評価の 可 能性 を検討す る こ とで ある 。
【方法 】対 象者 は健 常男子大 学生 54名 （平均年齢 18．4± 0．8歳 〉、
女子大学生 10名 （平均 年齢19，2± 1．7歳 ）で あ り、全 員 が 車い す

の 操作 に ある程度慣 れ て い た。測定 は マ ニ ュ ア ル の うちの 3種 目

（握 力、肩腕 力、20m 走 ）を実施 した が、20m 走で は 5m 、10m 、

15m 地点の 通 過時間 も測 定 した。また 昨年提 案 した評価 テ ス トの

5項 目 （5m 走 行 テ ス ト、リ ピートタ
ー

ン 、傾 斜走行テ ス ト、ジグ

ザ グ走行 テ ス ト、ゴ
ー一

ナ
ー

走行 テ ス ト） を実施 した。
【結 果 お よ び 考 察120m走 で は 男 女 と も、5−−10m 、10〜15m 、
15−−20m に 要 した走行時 間に は ほ とん ど差 は な く、また こ れ ら と

O〜5m に 要 した走行時 間 に は有意差 （p＜0．001）が 認め られ た。さ

車椅子バ スケ ッ トボ
ー

ル 女子 ナシ ョ ナル チーム の 体力 ・運動能力

に つ い て

○田中　信行
※

（H本体育大学）、
　奥 田　邦晴

「m
（大阪府立看護大学）、

　福 嶋　利浩 （大阪体育大学｝、
　福永　和信 （日本体育大学）、
　矢部京之助

m

（大阪体育大学大学院）
m

側
．
〉 日本障害者ス ポ

ー
ッ 協会科学委員会

【は じめ に】今年、ATHENS 　2004　Paralympics　Gamesが 開催 さ れ、
日本 の 成績 は、メ ダル の 数で は 過去最 高の 成績 を収め た。しか し、
本研 究の 対象で あ っ た 車椅子 バ ス ケ ッ トボ

ール 女子ナシ ョ ナル チ
ー

ム （以下 「女子チ
ー

ム 」と い う）は、不十分 と言わ ざる をえな

い 結 果で あ っ た。こ れ は、国際的 な競技 レベ ル の 向上 に よ る とこ

ろ が大 きい とい え、わ が 国 の選 手強化 の体制 の 見直 しに つ い て課

題 を提供され た もの とい える 。　 わ れわ れは、昨年 より （財） 日

本 障害者ス ポ
ー

ツ協 会の 科学委員会 メ ン バ ーを中 心 と した 者 に よ

り、女子 チ
ーム へ の 科学的 支 援 を試 行 的 に行 っ た。今 回は、こ の

科学的支援の
一

部で あ る体力 ・運動能力 の 測定結 果に つ い て報 告

す る 。

【方法 】測 定 を行 っ た 選手 は 、当時 の 女 子 チ
ーム 18名 （31．9±

5．69歳） で 、測 定 は 2003年度 の 合 宿会 場及 び選 手の 近 隣に あ る 関

係大学で行っ た 。 体 力 ・運動能力の 測定項 目は、形態、筋 力、筋

持久力、光反応 時 間、最大酸素摂取量 （推定）、20　m 走 な どで あ

っ た。
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